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局長、その他各部局部長から構成されており、法人を含めた全学的な体制となっている。

その委員会の下、将来の改善･改革を積極的かつ有効的に実現するためのシステムとして、

2007 年度より自己点検・評価実施委員会を組織し、評価項目ごとに学長、副学長、財務理

事、事務局長等を委員長、関連事務局の職員部次長を副委員長とした 16 の小委員会に分

け、現状の把握、長所と問題点の抽出、将来の改善方策の検討といった自己点検・評価活

動を行っている。  

 自己点検・評価の主な項目は、①大学における建学の精神と教育理念、②大学および学

部学科（含む教養教育センター）の教育目標と教育方針、③教育活動、④学生支援、⑤フ

ァカルティ・ディベロップメント（FD）、⑥教育組織・教員組織、⑦研究活動、⑧教員評

価、⑨教育研究等環境、⑩社会との連携、⑪国際交流、⑫事務組織、⑬管理・運営、⑭財

政、⑮内部質保証の体制、を基準としている。  

 これらの自己点検・評価の結果については、その客観性を高めるために外部の検証を受

ける仕組みを設けている。2008 年度より「明治学院大学外部評価委員会」を設置し、10

名以内の学外有識者による評価を受けている。認証評価についても、2007 年度に法務職研

究科が専門職大学院の認証評価を、2009 年度には機関別認証評価を受審し、今後も政令で

定める期間ごとに受審する計画である。  

 また、教育内容・方法に関する評価として、大学全体で学生による授業評価を専任教員

だけでなく非常勤講師が担当する科目も含め、毎学期実施している。評価内容としては、

全学共通の質問項目（学生本人の授業態度、シラバスの活用、授業環境等）と、学部学科

独自の質問項目（実技・実験系科目、実習科目等の取り組み、体験活動による学修等）か

ら構成される。  

 これらの学生による授業評価について、個々の教員レベルでの授業改善だけでなく、中

期的見通しをもって学科の教育課程のあり方、授業方法のあり方等について、学年進行に

伴って点検・評価し、学生と教員との相互的学修となる教育実践のあり方に確実に反映さ

せていくために学科独自の分析・検討を行う。  

 

 

ト． 情報の提供  

 大学のホームページや本学部学科のオリジナルホームページを充実させ、情報提供に努

めている。  

 これらのホームページにより提供している情報は、大学の理念・目的、学部学科等の教

育目標、カリキュラム、シラバス、学則、大学の基本情報（定員、学生数、教員数等）、自

己点検・評価報告書、財務情報、事業計画、事業報告、教員の専門分野、プロフィール（著

書・論文、所属学会等）等である。  

 特に、学部学科のホームページにおいては、英語サイトを充実させ、本学部の教育・研

究活動に関する密度の濃い情報提供を国内外に対し行うべく、現在鋭意努力中である。  

 

 

ナ． 授業内容方法の改善を図るための組織的な取組  

 大学全体としては、副学長を委員長とする FD・教員評価検討委員会を設置し、ファカ
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ルティ・ディベロップメント（FD）活動の方向性を検討している。全学的な活動を学部と

しても行うほか、本学科独自の取り組みとして、学生による授業評価に基づいて講義科目、

演習科目、実習科目別に評価の高い教員の授業を見学し、教員相互での授業検討会を実施

することを予定している。  

 また本学部、特に本学科においては、教育内容のグローバル化を強く推進する予定であ

る。すなわち、アメリカや EU のカリキュラムを意識し、それとの互換性を保てるように

最大限の努力を傾注する予定である。  

 そして、学部全体、ないし学科全体として中期的な教育・研究テーマを設定し、積極的

に共同研究を行うと同時に、学科全体での研修会、部門別研究会（教科教育、教職、特別

支援教育）による研修会も定期的に実施し、自己研鑽とともに相互研修に努める。さらに、

文部科学省主催の FD フォーラム、教育 GP フォーラム等には積極的に参加し、時事の教

育・研究動向を把握し、学部・学科における教育・研究に反映させるべく検討を学部・学

科として経常的に行う。  

 

 

ニ． 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制  

 （教育課程内の取組） 

 教育課程内の取組として、まず Life  and  Career Development 1（1 年次後期開講）と

Life and Career Development 2（2 年次前期開講）を全学生の必修科目とし、1 年次から、

ライフ・デザインとキャリア・デザインを自覚させる。早期にこれらの科目を履修するこ

とで、自分自身のライフ・デザインとキャリア・デザインを意識した学修の取り組みや学

生生活等の在り方を検討し、科目の履修や課外活動等に反映していくことが期待できる。

また、本学科では、国際社会で活躍できる人材を育成するという観点から、中長期の海外

の協定校への留学かインターンシップのいずれかの履修を原則必修としているため、これ

らの海外生活や実社会での経験を通して適性を見極めるなど、より自身のライフ・キャリ

ア・デザインを明確にすることを図っていく。 

 (教育課程外の取組) 

 上述した通り、本学科の教育課程においては、ライフ・キャリア・デザインが中核的な

位置を占めているが、これをさらに強化するために、教育課程外でもアカデミック・アド

バイザー制度を通して、学生のライフ・キャリア・デザインをフォローしていく。この制

度の下で、アドバイザーは個々の学生の詳細なポートフォリオを見つつ、当該学生のこれ

までの学習記録、入学時の希望、その後の将来設計などを参考にして、毎学期ごとに取得

すべき科目や教育課程外の取組に関して適切な助言を行う。 

また、本学のキャリア・センターが主催する各種ガイダンス（「キャリア形成セミナー｣、

「資格ガイダンス」、「就職ガイダンス」、「基礎講座｣、「重点講座｣、「実践対策講座｣など）

への参加を推奨し、学科のライフ・キャリア・デザインと併せ、より実践的な就職活動準

備を行えるようにする。さらに卒業後の進路に関する相談や実際の就職活動におけるサポ

ートについても、本学科のアカデミック・アドバイザーと当該センターの職員との連携を

強化し、本学科生の主な進路先として想定している国際機関・NGO、多国籍企業、ジャーナ

リズム、メディア等の情報の収集・提供を行う予定である。 
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 （適切な体制の整備） 

 上述の教育課程内外の社会的・職業的自立に関する指導の充実のため、大学の関連部署

とも有機的な連携を図る。 

本学科の教育課程に関連した組織的な連携として、インターンシップ科目では、本学の

卒業生組織を管轄する校友センターやキャリア・センターの協力を仰ぎ、卒業生からの実

習先の提供やすでに実績のある実習先の提供を受けることにより、より充実した内容とす

る。さらに、Service Learning の科目（Community Development、 Social Development、 

Localization: how to think and act locally）の実施においては、本学のボランティア・

センターと連携し、地域活動の情報の提供と学生の活動のサポート体制を整える。 

また、上述のとおり、教育課程外の取組においては、キャリア・センターとの連携を強

化し、各種ガイダンスの受講を推奨するなど、実践的な就職活動を支援していく。 

 このように、国際キャリア学科では、これらの大学のセンターと緊密な連携を保ちなが

ら、学生が自らのライフ・キャリア・デザインを考えることをサポートし、学生が将来の

進路に向け、自らの資質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培え

るような体制づくりに努める。  
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Units Status Clusters Minimum Requirement

Introductory Seminar - Reading & Writing Sections 8 Compulsory

Critical Reading & Writing 8 Compulsory

Multi-Media Communication & Research Writing 8 Compulsory

Year 1 Tutorial/Lab 2 Elective

Academic & Seminar Skills 1 8 Elective

Year 2 Tutorial/Lab 2 Elective

Academic & Seminar Skills 2 8 Elective

Year 3 Tutorial 2 Elective

Year 4 Tutorial 2 Elective

Communication in the 21st C 2 Elective

Communication in the 21st C - Discussion Section 2 Elective

(B) 明学共通科目 Units Status Clusters Minimum Requirement

キリスト教の基礎A 2 Compulsory

キリスト教の基礎B 2 Compulsory

外国語基本科目

外国語研究

集中日本語

D群科目 Elective

E群科目 Elective

I群科目 Elective

Units Status Clusters Minimum Requirement

Introductory Seminar 1 4 Compulsory GS

Introductory Seminar 2 4 Compulsory GS

Global History A 2 Elective GS

Global History B 2 Elective GS

Introduction to Economics A 2 Elective GS

Introduction to Economics B 2 Elective GS

Introduction to Sociology 4 Elective GS

International Law 4 Elective GS

Regional Development and World Economy 4 Elective GS

Introduction to International Relations 2 Elective GS

Culture and Society 4 Elective GS

Japanese Culture 4 Elective TS

Intercultural Communication 2 Elective TS

Community Development (Service Learning) 2 Elective TS

Politics and Society in Japan 2 Elective TS

Qualitative Methods 2 IS

Quantitative Methods 2 IS

Life and Career Development 1 2 Compulsory IS

Life and Career Development 2 2 Compulsory IS

Introduction to Information Literacy 2 Elective IS

Information Literacy 2 Elective IS

Units Status Clusters Minimum Requirement

International Disputes Settlement Procedures 4 Elective GS

Peace Studies 2 Elective GS

International Finance 2 Elective GS

International Journalism 2 Elective GS

International Political Economy 2 Elective GS

Gender and Society 4 Elective GS

Minorities Issues 4 Elective TS

Buddhist Culture 4 Elective TS

Islamic Culture 2 Elective TS

2

（A) Academic English Programme　(学術英語科目）

Minimum Requirement in Total= 130

Elective

(C) Lower Module

Academic English

Program (CS)
24

Second Language

Programme
Elective

Christianity

8

4

24

8

(資料A)　カリキュラム体系

8

(D)  Upper Module

4

8



Japanese Literature 4 Elective TS

Japanese Popular Culture 2 Elective TS

Inter-Cultural History 2 Elective TS

Social Development (Service Learning) 2 Elective TS

Localization: How to think and act locally (Service

Learning)
2 Elective

TS

Contemporary Japanese Economy  A 2 Elective TS

Contemporary Japanese Economy  B 2 Elective TS

Chinese Economy 2 Elective TS

Economy of West Asia 4 Elective TS

Economy of South East Asia 4 Elective TS

Regional Economic Integration 4 Elective TS

Legal Issues in International Relations 2 Elective TS

Minority Politics 2 Elective TS

Workshop 2 Elective IS

Contemporary Global Issues A 2 Elective GS/TS

Contemporary Global Issues B 2 Elective GS/TS

Field Study Seminar 2 GS/TS

Field Study A 4 GS/TS

Field Study B 2 GS/TS

Internship A 6 GS/TS

Internship B 4 GS/TS

Independent Study A 4 Elective GS/TS

Independent Study B 2 Elective GS/TS

Graduation Seminar 2 Compulsory GS/TS 2

Graduation Project A 4 GS/TS

Graduation Project B 4 GS/TS

Transferred Credits or Study Abroad GS/TS

Total Minimum

Requirements
92

Total Requirement 130

* Keys

GS: Global Studies

TS: Transcultural Studies

IS: Innovative Skills

CS: Communicative Skills

4Elective

Elective

24

4



(資料B）　卒業に必要な単位数（国際キャリア学科）

必修 選択必修

単位 単位

Academic English Program　I E 24

Academic English Program II E （EL生は24単位必修。ES生は他の科目で代替可能。）

キリスト教の基礎A E 2

キリスト教の基礎B E 2

外国語基本科目 J

外国語研究 J

集中日本語 E

D群科目 J

E群科目 J/E

I群科目 J/E

Introductory Seminar 1 E 4

Introductory Seminar 2 E 4

Life and Career Development 1 E 2

Life and Career Development 2 E 2

Qualitative Methods E

Quantitative Methods E

Introduction to Information Literacy E

Information Literacy E

Lectures E

Lectures E 24 8単位まで国際学科の講義科目で代替可能

Graduation Seminar E 2

Graduation Project A E

Graduation Project B E

Field Study Seminar J/E （Field Study履修者は必修）

Field Study A J/E

Field Study B J/E

Internship A E

Internship B E

Independent Study A E

Independent Study B E

Study Abroad E Upper Module科目で代替可能

42 50

8 4単位まで明学共通科目で代替可能

部門 科目区分 言語

必要単位数

備考

(A) AEP

選択必修

他のUpper Module科目で代替可能

(B) 明学
共通科目

8 選択必修

Lower Module科目で代替可能

(C) Lower

Module 2 選択必修

最小必要単位合計 92

卒業要件 130

4

(D) Upper

Module 4



単位 コマ

春 言語 単位 コマ 秋 言語 単位 コマ

AEP I & II E 13 7 AEP I & II E 13 7

キリスト教の基礎Ａ E 2 1 キリスト教の基礎Ｂ E 2 1

外国語基本科目１A/B J 2 2 外国語基本科目2A/B J 2 2

Introductory Seminar 1 E 4 2 Life & Career Development 1 E 2 1

Lower Module Lectures E 2 1 Lower Module Lectures E 2 1

23 13 21 12 44 25

春 言語 単位 コマ 秋 言語 単位 コマ

AEP I & II E 9 5 AEP I & II E 9 5

外国語研究１A J 2 1 外国語研究1B J 2 1

Life & Career Development 2 E 2 1 Quantitative Methods E 2 1

Lower Module Lectures E 6 3 Lower Module Lectures E 6 3

19 10 19 10 38 20

春 言語 単位 コマ 秋 言語 単位 コマ

Year 3 Turorial E 1 1 Year 3 Turorial E 1 1

Upper Module Lectures E 14 7 Upper Module Lectures E 10 5

 Field Study Seminar E 2 1 Field Study A E 4 2

Internship E 4

17 9 19 8 36 17

春 言語 単位 コマ 秋 言語 単位 コマ

Year 4 Turorial E 1 1 Year 4 Turorial E 1 1

Upper Module Lectures E 4 2 Graduation Seminar E 2 1

Graduation Project A E 4 2

5 3 7 4 12 7

130 69

必要卒業単位数 130

総コマ数 69

4年次

（資料C)　履修サンプル (EL学生-留学しないケース）

1年次

2年次

3年次



単位 コマ

春 言語 単位 コマ 秋 言語 単位 コマ

AEP I E 8 4 AEP I E 8 4

キリスト教の基礎Ａ E 2 1 キリスト教の基礎Ｂ E 2 1

日本語１/2/3/4 J 4 4 日本語１/2/3/4 J 4 4

Introductory Seminar 1 E 4 2 Introductory Seminar 2 E 4 2

Lower Module Lectures E 4 2 Life & Career Development A E 2 1

Lower Module Lectures E 2 1

22 13 22 13 44 26

春 言語 単位 コマ 秋 言語 単位 コマ

AEP I E 6 4 AEP I E 6 4

Life & Career Development  B E 2 1 Quantitative  Methods E 2 1

Qualitative Methods E 2 1 Upper Module Lectures E 8 4

Lower Module Lectures E 8 4

18 10 16 9 34 19

春 言語 単位 コマ 秋 言語 単位 コマ

Upper Module Lectures E 18 9 Upper Module Lectures E 14 7

 Field Study Seminar E 2 1 Field Study A E 4 2

Internship E 4

20 10 22 9 42 19

春 言語 単位 コマ 秋 言語 単位 コマ

Upper Module Lectures E 4 2 Graduation Seminar E 2 1

Graduation Project A E 4 2

4 2 6 3 10 5

130 69

必要卒業単位数 130

総コマ数 69

4年次

（資料D)　履修サンプル (ES学生-留学しないケース）

1年次

2年次

3年次



（協定校のみ抜粋・2004年度～2009年度)

協定校 派遣枠 合格 (国際) 合格 (国際) 合格 (国際) 合格 (国際) 合格 (国際) 合格 (国際)

モナッシュ 3 ― ― ― ― 1 1 0 0 0 0 0 0

ヴィクトリア 3 2 1 2 2 2 1 1 1 0 0 1 1

フィリピン 2 3 3 1 1 0 0 0 0 2 2 3 3

延世 2 ― ― ― ― ― ― 1 1 3 1 0 0

合計 10 5 4 3 3 3 2 2 2 5 3 4 4

協定校 派遣枠 合格 (国際) 合格 (国際) 合格 (国際) 合格 (国際) 合格 (国際) 合格 (国際)

ホープカレッジ 2 2 1 2 0 2 0 2 1 0 0 3 1

テキサス州立サンマルコス 2 ― ― 3 0 2 1 1 0 4 1 1 0

カリフォルニア 25 16 11 24 16 17 6 18 8 10 6 24 16

ロチェスター 1 ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0 2 2

ワシントンカレッジ 2 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

サイモンフレーザー 2 2 1 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0

マーストリヒト 4 ― ― ― ― ― ― 2 1 0 0 0 0

延世 5 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

タマサート 4 1 1 1 1 2 1 3 3 0 0 1 1

リモージュ 10 10 0 6 0 7 0 5 0 5 0 5 0

エクス政治学院 2 3 0 1 0 1 0 3 1 2 0 3 0

ハンブルグ 3 1 1 2 0 1 0 1 0 2 0 2 0

合計 62 36 15 42 18 34 9 37 15 23 7 42 20

出典：国際交流センター作成「留学ハンドブック2008年度版、同 2009年度版」

(資料E)　長期留学過去の実績

英語圏44/仏語
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留
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出願者数 5 5
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年度 時期 合計

2W 3W 4W 2W 3W 4W 23W 25W 2W 4W

2006年度 夏 3 - 15 - - - - - - - 18

2007年度 夏 0 1 10 2 1 11 - - - - 25

春 - 0 0 - 1 0 - - - - 1

2008年度 夏 2 - 8 2 - 11 - - - - 23

春 - 3 0 - 7 1 - - - - 11

2009年度 夏 0 - 3 2 - 7 - - - - 12

春 - 0 5 - 0 0 - - - 6 11

2010年度 春学期 - - - - - - 3 3 - - 6

合計 5 4 41 6 9 30 3 3 0 6 107

※2009年新設プログラム

　 ・メルボルン 　長期インターンプログラム

　 ・ロサンゼルス中期インターンプログラム

メルボルン ロサンゼルス

(資料F )　国際学部インターンシッププログラム参加者数

ビジネス(週間） 日本語アシスタント(週間） 日系企業(週間）

（単位：人）



年度 実施ゼミ数 参加学生数

2001 11 157

2002 10 143

2003 11 203

2004 15 173

2005 14 197

2006 17 168

2007 15 168

2008 20 196

2009 16 148

(資料G)　校外実習実績(参加者数：2001年度～2009年度）



地域 国

アジア 韓国

中国

ベトナム

ミャンマー

フィリピン

台湾

ラオス

西アジア イラン

トルコ

シリア

アフリカ モロッコ

ヨーロッパ イギリス

スウェーデン

ベルギー

ドイツ

デンマーク

オランダ

ポーランド

イタリア

アメリカ アメリカ合衆国

エクアドル

(資料H)　校外実習実績(実習地：2009年度）


